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(57)【要約】
【課題】  画像信号処理ユニット内の画像信号処理デバ
イスから出力されるビデオ信号のうち同期信号の出力電
圧レベルを容易に切り換え得るように構成された電子内
視鏡を提供する。
【解決手段】  電子内視鏡１０は撮像センサを持つスコ
ープ１２と、このスコープを接続させた画像信号処理ユ
ニット１４とから成り、該撮像センサから順次読み出さ
れる１フレーム分の画素信号をビデオ信号として出力す
る。電子内視鏡はビデオ信号のうちの同期信号の出力電
圧レベルを切り換える切換手段(６６

1
、６６

2
）と、こ

の切換手段による出力電圧レベル切換を制御する手動操
作可能なレベル切換制御手段(６８

1
、６８

2
）とを具備

して成る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  撮像センサを持つスコープと、このスコ
ープを接続させた画像信号処理ユニットとから成り、該
撮像センサから順次読み出される１フレーム分の画素信
号をビデオ信号として出力する電子内視鏡において、
前記画像信号処理ユニットが前記ビデオ信号のうちの同
期信号の出力電圧レベルを変更するための少なくとも１
つの出力電圧レベル変更手段と、
前記出力電圧変更手段を手動で調整するための手動調整
手段とを包含することを特徴とする電子内視鏡。
【請求項２】  請求項１に記載の電子内視鏡において、
前記出力電圧レベル変更手段が複数個設けられ、前記手
動調整手段が前記複数個の出力電圧レベル変更手段のそ
れぞれに対して設けられ、各出力電圧レベル変更手段の
出力電圧レベルが独立して変更させられることを特徴と
する電子内視鏡。
【請求項３】  請求項１または２に記載の電子内視鏡に
おいて、前記出力電圧レベル変更手段による出力電圧レ
ベル変更が段階的に行われることを特徴とする電子内視
鏡。
【請求項４】  請求項１から３までのいずれか１項に記
載の電子内視鏡において、前記出力電圧レベル変更手段
が係数器から成り、前記手動調整手段が少なくとも２ビ
ット構成の調整データを前記係数器に出力してその係数
を該調整データに応じて設定する手動操作可能なスイッ
チ手段から成ることを特徴とする電子内視鏡。
【請求項５】  請求項１から３までのいずれか１項に記
載の電子内視鏡において、前記出力電圧レベル変更手段
が電圧制御増幅器から成り、前記手動調整手段が前記電
圧制御増幅器の増幅度を調整すべく該電圧制御増幅器に
印加する印加電圧を変更させる印加電圧変更手段と、こ
の印加電圧変更手段から前記電圧制御増幅器に対して出
力されるべき印加電圧を設定する手動操作可能な印加電
圧設定手段とから成ることを特徴とする電子内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、撮像センサを持つ
スコープと、このスコープを接続させた画像信号処理ユ
ニットとから成る電子内視鏡であって、該撮像センサか
ら順次読み出される１フレーム分の画素信号をビデオ信
号として出力する電子内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】周知のように、上述したような電子内視
鏡では、撮像センサとして、固体撮像デバイス例えばＣ
ＣＤ（charge-coupled device)素子から成るものが使用
され、スコープは可撓性導管として構成される。撮像セ
ンサはスコープの遠位端に対物レンズ系と組み合わされ
て設けられ、またスコープ内には光ファイバー束から成
る光ガイドケーブルが挿通させられる。スコープの近位
端が画像信号処理ユニットに接続されたとき、撮像セン
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サは画像信号処理ユニット内の画像信号処理デバイスに
接続されると共に光ガイドケーブルは画像信号処理ユニ
ット内の照明装置に光学的に接続される。患者の体腔内
へのスコープの挿入時にその遠位端の対物レンズ系の前
方が光ガイドケーブルからの射出光でもって照明され、
このとき対物レンズ系によって撮られた被写体が撮像セ
ンサの受光面に光学的被写体像即ち内視鏡像として結像
させられ、その内視鏡像は撮像センサによって１フレー
ム分のアナログ画素信号に光電変換される。撮像センサ
からは所定の時間間隔で１フレーム分のアナログ画素信
号が順次読み出されて画像信号処理ユニット内の画像信
号処理デバイスに送られ、そこで適宜処理された後にビ
デオ信号としてＴＶモニタ装置に出力され、そこで内視
鏡像が再現される。
【０００３】電子内視鏡の分野では、上述したビデオ信
号に含まれる種々の同期信号の出力電圧レベル(peak-to
-peak)は所定値（通常は４ボルト）に規格化され、この
ため電子内視鏡の分野で用いる医療用ＴＶモニタ装置も
そのような規格に対応して構成されている。ところで、
電子内視鏡の普及ためには、高価な医療用ＴＶモニタ装
置ではなく民生用ＴＶモニタ装置でも内視鏡像を再現す
ることが要望されるが、しかし民生用ＴＶモニタ装置の
中には上述の規格に対応していないものがあり、このよ
うな民生用ＴＶモニタ装置では内視鏡像の再現は正常に
行うことができない。従来では、そのような場合には、
画像信号処理ユニット側の回路基板或いは民生用ＴＶ装
置側の回路基板に手を加えて民生用ＴＶモニタ装置で同
期信号を検出し得るようにしている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】言うまでもなく、画像
信号処理ユニット側の回路基板或いは民生用ＴＶ装置側
の回路基板に手を加えて民生用ＴＶモニタ装置で同期信
号を検出し得るようにする作業は面倒であり、このよう
な面倒な作業を電子内視鏡のユーザ側に委ねることはで
きない。特に、電子内視鏡を一旦医療機関等に納入した
後に民生用ＴＶモニタ装置が別のタイプのＴＶモニタ装
置に交換されたり、或いは別のＴＶモニタ装置が追加さ
れたような場合には、画像信号処理ユニット側の回路基
板或いは民生用ＴＶ装置側の回路基板に再び手を加えな
ければならいという厄介な問題が起きることになる。
【０００５】従って、本発明の目的は、画像信号処理ユ
ニットにＴＶモニタ装置を接続して使用する電子内視鏡
であって、該画像信号処理ユニットに接続可能なあらゆ
るＴＶモニタ装置に幅広く対応し得る電子内視鏡を提供
することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明による電子内視鏡
は、撮像センサを持つスコープと、このスコープを接続
させた画像信号処理ユニットとから成り、該撮像センサ
から順次読み出される１フレーム分の画素信号をビデオ
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3
信号として出力するようになっている。本発明によれ
ば、画像信号処理ユニットがビデオ信号のうちの同期信
号の出力電圧レベルを変更する少なくとも１つの出力電
圧レベル変更手段と、この出力電圧変更手段を手動で調
整する手動調整手段とを包含することが特徴とされる。
【０００７】好ましくは、出力電圧レベル変更手段は複
数個設けられ、手動調整手段は複数個の出力電圧レベル
変更手段のそれぞれに対して設けられ、各出力電圧レベ
ル変更手段の出力電圧レベルについては独立して変更し
得るようにされる。また、好ましくは、出力電圧レベル
変更手段による出力電圧レベル変更については段階的に
行われる。
【０００８】本発明の好適な実施形態では、出力電圧レ
ベル変更手段は係数器として構成され、手動調整手段は
少なくとも２ビット構成の調整データを係数器に出力し
てその係数を該調整データに応じて設定する手動操作可
能なスイッチ手段、例えばデップスイッチやロータリス
イッチとして構成される。
【０００９】本発明の別の好適な実施形態では、出力電
圧レベル変更手段は電圧制御増幅器として構成され、手
動調整手段は電圧制御増幅器の増幅度を調整すべく該電
圧制御増幅器に印加する印加電圧を変更させる印加電圧
変更手段と、この印加電圧変更手段から電圧制御増幅器
に対して出力されるべき印加電圧を設定する手動操作可
能な印加電圧設定手段として構成される。
【００１０】
【発明の実施の形態】次に、本発明による電子内視鏡の
実施形態について添付図面を参照して説明する。
【００１１】先ず、図１を参照すると、本発明による電
子内視鏡１０を用いた電子内視鏡システムの全体が概略
的に示されている。電子内視鏡１０は可撓性導管から構
成されたスコープ１２と、プロセッサと呼ばれる画像信
号処理ユニット１４とから成り、スコープ１２の近位端
は画像信号処理ユニット１４に着脱自在に接続されるよ
うになっている。即ち、スコープ１２としては、種々の
スコープ、例えば、気管支スコープ、食道スコープ、胃
スコープ、大腸スコープ等があり、画像信号処理ユニッ
ト１４はこれら種々のスコープによって共用される。ス
コープ１２は剛性導管部１２ａと、この剛性導管部１２
ａから延びる可撓性導管部１２ｂとから成る。また、剛
性導管部１２ａからは可撓性ケーブル１２ｃが延び、そ
の先端にはコネクタ１２ｄが装着される。スコープ１２
は可撓性ケーブル１２ｃ及びコネクタ１２ｄを介して画
像信号処理ユニット１４に接続される。
【００１２】スコープ１２の可撓性導管部１２ｂの遠位
端には例えばＣＣＤ素子を用いる撮像センサ（図示され
ない）が設けられ、この撮像センサは対物レンズ系（図
示されない）と組み合わされ、画像信号処理ユニット１
４へのスコープ１２の接続時に撮像センサは画像信号処
理ユニット１４内の画像信号処理デバイスに接続され
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る。また、スコープ１２内には光ファイバ束から成る光
ガイドケーブルが挿通させられ、この光ガイドケーブル
の遠位端は可撓性導管部１２ｂの遠位端まで延び、一方
光ガイドケーブルの近位端は画像信号処理ユニット１４
へのスコープ１２の接続時に画像信号処理ユニット１４
内の照明装置に対して光学的に接続される。
【００１３】患者の体腔内へのスコープ１２の挿入時に
その遠位端の対物レンズ系の前方が光ガイドケーブルか
らの射出光でもって照明され、このとき対物レンズ系に
よって撮られた被写体が撮像センサの受光面に光学的被
写体像即ち内視鏡像として結像させられ、その内視鏡像
は撮像センサによって１フレーム分のアナログ画素信号
に光電変換される。撮像センサからは所定の時間間隔で
１フレーム分のアナログ画素信号が順次読み出されて画
像信号処理ユニット１４内の画像信号処理デバイスに送
られ、そこで適宜処理された後にビデオ信号としてＴＶ
モニタ装置１６に対して出力され、そこで内視鏡像が再
現される。なお、図１に示すように、ビデオ信号はＴＶ
モニタ装置１６以外の周辺機器例えばビデオプリンタ１
８や画像処理コンピュータ２０にも必要に応じて適宜出
力される。
【００１４】本実施形態では、電子内視鏡１０は内視鏡
像をカラー画像として再現し得るように構成され、ＴＶ
モニタ装置１６及びその他の周辺機器１８及び２０に対
して出力されるカラービデオ信号は三原色のカラー画像
信号と同期信号とから成るコンポーネントビデオ信号と
される。図１では、参照符号２２はカラービデオ信号の
うち三原色のカラー画像信号、即ち赤色画像信号、緑色
画像信号及び青色画像信号を送信する信号ケーブルを表
し、参照符号２４はカラービデオ信号のうちの同期信号
を送信する信号ケーブルを表す。
【００１５】画像信号処理ユニット１４の筐体の壁面の
適当な箇所にはフロントパネル２６が設けられ、このフ
ロントパネル２６には種々のスイッチや表示灯等が設け
られる。また、画像信号処理ユニット１４の筐体の壁面
の適当な箇所、例えばその裏側壁面にはスイッチ盤２８
が設けられ、このスイッチ盤２８にはカラービデオ信号
のうち同期信号の出力電圧レベルを適宜調整するための
出力電圧レベル調整スイッチが設けられる。
【００１６】図１に示すように、画像信号処理ユニット
１４にはキーボード３０が接続されるようになってお
り、電子内視鏡１０が作動状態下にあるとき、キーボー
ド３０を操作することにより、種々の指令信号やデータ
等が画像信号処理ユニット１４に対して出力される。
【００１７】図２を参照すると、画像信号処理ユニット
１４の構成がブロック図として概略的に示される。同図
において、画像信号処理ユニット１４内の照明装置は参
照符号３２で示され、この照明装置３２とスコープ１２
内の光ガイドケーブルとの光学的接続のために、該光ガ
イドケーブルの近位端には光ガイド接続プラグ３４が取
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り付けられる。画像信号処理ユニット１４へのスコープ
１２の接続時、光ガイド接続プラグ３４は画像信号処理
ユニット１４の筐体に装着された接続ソケット（図示さ
れない）に挿入され、これにより光ガイドケーブルは光
ガイド接続プラグ３４を介して照明装置３２に光学的に
接続される。なお、図２では、照明装置３２と光ガイド
接続プラグ３４と光学的接続が破線矢印で便宜的に示さ
れている。
【００１８】図３に示すように、照明装置３２にはキセ
ノンランプ或いはハロゲンランプ等の白色光源ランプ３
６が設けられ、この白色光源ランプ３６の白色光射出側
には集光レンズ３８及び絞り４０が順次配置され、集光
レンズ３８は白色光源ランプ３６から射出された白色光
を光ガイド接続プラグ３４の端面に集光させるために用
いられ、また絞り４０はその開度を調節することにより
該端面への白色光の入射光量を適宜調節する。
【００１９】本実施形態では、カラー画像を再現するた
めに面順次方式が採用されるので、照明装置３２内には
回転式ＲＧＢカラーフィルタ４２が設けられ、回転式Ｒ
ＧＢカラーフィルタ４２は例えば集光レンズ３８と光ガ
イド接続プラグ３４の端面との間に介在させられる。回
転式ＲＧＢカラーフィルタ４２は円板要素から成り、こ
の円板要素にはその円周方向に沿って赤色フィルタ要
素、緑色フィルタ要素及び青色フィルタ要素が120°の
角度間隔で配置され、互いに隣接する２つの色フィルタ
要素間の領域は遮光領域とされる。
【００２０】回転式ＲＧＢカラーフィルタ４２はサーボ
モータ或いはステップモータのような駆動モータ４４に
よって回転させられ、その回転周波数は電子内視鏡で採
用されるＴＶ映像再現方式に応じて決められる。例え
ば、ＮＴＳＣ方式では、回転周波数は30Hzであり、ＰＡ
Ｌ方式では、回転周波数は25Hzとなる。
【００２１】例えば、カラーフィルタ４２が回転周波数
30Hzで回転させられると（ＮＴＳＣ方式）、その１回転
に要する時間は約33.3ms(1/30sec)となり、各色フィル
タ要素による照明時間はほぼ33/6msとなる。スコープ１
２内の光ガイドケーブルの遠位端面からは赤色光、緑色
光及び青色光が毎33.3ms(1/30sec)間にほぼ33/6msだけ
順次射出させられて、被写体は三原色光、即ち赤色光、
緑色光及び青色光でもって順次照明され、その各色の照
明時に被写体は対物レンズ系により撮像センサの受光面
に光学的被写体像即ち内視鏡像として順次結像させられ
る。撮像センサはその受光面に結像された各色の内視鏡
像を１フレーム分のアナログ画素信号に光電変換し、そ
の各色の１フレーム分のアナログ画素信号は各色の照明
時間(33/6ms)に続く次の遮光時間(33/6ms)に亘って撮像
センサから順次読み出される。撮像センサからのアナロ
グ画素信号の読み出しはスコープ１２側のコネクタ１２
ｄ内に設けられたＣＣＤドライバ（図示されない）によ
って行われる。

6
【００２２】再び図２を参照すると、画像信号処理ユニ
ット１４内の画像信号処理デバイスは前処理回路４６、
フレームメモリ４８、後処理回路５０及びタイミングジ
ェネレータ５２から構成される。画像信号処理ユニット
１４へのスコープ１２の接続時、上述のＣＣＤドライバ
は前処理回路４６に接続され、該ＣＣＤドライバによっ
て撮像センサから読み出された各色の１フレーム分のア
ナログ画素信号は先ず前処理回路４６に送られ、そこで
種々の画像処理、例えばホワイトバランス処理、ガンマ
補正処理、輪郭強調処理等を受ける。前処理回路４６に
はアナログ／デジタル（Ａ／Ｄ）変換器が含まれ、種々
の画像処理を受けたアナログ画素信号はＡ／Ｄ変換器に
よってデジタル画素信号に変換されてフレームメモリ４
８に一旦書き込まれる。なお、フレームメモリ４８は３
フレーム分のメモリ容量を有し、そのメモリ領域は１フ
レーム分の赤色デジタル画素信号を書き込むための領
域、１フレーム分の緑色画素信号を書き込むための領域
及び１フレーム分の青色デジタル画素信号を書き込むた
めの領域に区分され、各色のデジタル画素信号はその該
当色に対応した領域に書き込まれる。
【００２３】フレームメモリ４８に三原色のデジタル画
素信号の書込みが順次行われている間、フレームメモリ
４８の３つのメモリ領域からは三原色のデジタル画素信
号が所定のタイミングで同時に読み出されて後処理回路
５０に対して出力され、このときタイミングジェネレー
タ５２から同期信号が出力されて三原色のデジタル画素
信号に付加される。即ち、フレームメモリ４８から読み
出された三原色のデジタル画素信号は同期信号と共にコ
ンポーネントビデオ信号として後処理回路５０に送られ
る。コンポーネントビデオ信号は後処理回路５０で適当
な画像処理、例えばカラーバランス処理、フィルタリン
グ処理等を受けた後にモニタ装置１６に送信され、そこ
で内視鏡像がカラー画像として再現される。勿論、コン
ポーネントビデオ信号は必要に応じて周辺機器１８及び
２０等にも送信される。
【００２４】なお、タイミングジェネレータ５２からは
同期信号の他に種々の周波数のクロックパルスも出力さ
れ、それぞれのクロックパルスに従って一連の信号処理
が行われる。例えば、スコープ１２内の撮像センサから
の１フレーム分のアナログ画素信号の読出し、前処理回
路４６での画像処理、前処理回路４６内のＡ／Ｄ変換器
からのデジタル画素信号のサンプリング、フレームメモ
リ４８へのデジタル画素信号の書込み及びそこからのデ
ジタル画素信号の読出しがそれぞれ所定の周波数のクロ
ックパルスに基づいて行われる。なお、タイミングジェ
ネレータ５２には基本クロックパルスを発生させる水晶
発振回路が設けられ、この水晶発振器回路から得られる
基本クロックパルスを適宜分周して種々のクロックパル
スが作り出される。
【００２５】図２に示すように、画像信号処理ユニット



(5) 特開２００１－２１８７３４

10

20

30

40

50

7
１４にはシステムコントローラ５４が設けられ、このシ
ステムコントローラ５４はマイクロコンピュータから構
成される。即ち、システムコントローラ５４は中央演算
処理ユニット（ＣＰＵ）、種々のルーチンを実行するた
めのプログラム、定数等を格納する読出し専用メモリ
（ＲＯＭ）、データ等を一時的に格納する書込み／読出
し自在なメモリ（ＲＡＭ）及び入出力インターフェース
（Ｉ／Ｏ）から成り、電子内視鏡の作動全般がシステム
コントローラ５４によって制御される。
【００２６】例えば、白色光源ランプ３６への給電を行
う電源回路５６（図３）はシステムコントローラ５４の
制御下で動作させられ、また絞り４０を駆動させるアク
チュエータ５８もＴＶモニタ装置１６での再現カラー画
像の明るさが一定となるようにシステムコントローラ５
４の制御下で動作させられ、更には回転式ＲＧＢフィル
タ４２の駆動モータ４４を駆動させる駆動回路６０もシ
ステムコントローラ５４の制御下で動作させられる。
【００２７】図４を参照すると、後処理回路５０がブロ
ック図として示され、同図に示すように、フレームメモ
リ４８から読み出された三原色のデジタル画素信号、即
ちコンポーネントビデオ信号を構成する赤色デジタル画
素信号（Ｒ）、緑色デジタル画素信号（Ｇ）及び青色デ
ジタル画素信号（Ｂ）はそれぞれデジタル／アナログ
（Ｄ／Ａ）変換器６２Ｒ、６２Ｇ及び６２Ｂによって赤
色アナログ画素信号、緑色アナログ画素信号及び青色ア
ナログ画素信号に変換され、次いで三原色のアナログ画
素信号はそれぞれ画像処理回路６４Ｒ、６４Ｇ及び６４
Ｂに入力されて適宜処理された後に外部に出力される。
なお、図４から明らかなように、本実施形態にあって
は、各色のアナログ画素信号の出力端子は２つに分岐さ
れ、後処理回路５０からは三原色のカラー画像信号の出
力系統として２つ得られるようになっている。
【００２８】一方、コンポーネントビデオのうちの同期
信号（ＳＹＮＣ）は互いに並列に配置された２つの係数
器６６

１
及び６６

２
に入力され、各係数器で出力電圧レ

ベルが調整された後に係数器６６
１
及び６６

２
から第１

の同期信号（ＳＹＮＣ１）及び第２の同期信号（ＳＹＮ
Ｃ２）として外部に出力される。同期信号が第１の同期
信号（ＳＹＮＣ１）及び第２の同期信号（ＳＹＮＣ２）
として出力される理由は上記したように後処理回路５０
から三原色のカラー画像信号が２つの出力系統によって
出力されるからである。要するに、後処理回路５０から
は、三原色のカラー画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）と第１の同
期信号（ＳＹＮＣ１）とから成る第１のコンポーネント
ビデオ信号と、三原色のカラー画像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）
と第２の同期信号（ＳＹＮＣ２）とから成る第２のコン
ポーネントビデオ信号とが得られることになる。
【００２９】タイミングジェネレータ５２から得られる
同期信号（ＳＹＮＣ）は複合同期信号であり、そこには
種々の同期信号（水平同期信号、垂直同期信号等）が含*

8
*まれるが、何れにしても同期信号（ＳＹＮＣ）の出力電
圧レベル(peak-to-peak)は４ボルトに設定されている
（図４）。先に述べたように、民生用ＴＶモニタ装置の
中には、同期信号の出力電圧レベルが４ボルトのとき、
その同期信号を検出し得ないものがあり、その場合には
内視鏡像を再現することができない。そこで図４に示す
実施形態では、第１の同期信号（ＳＹＮＣ１）及び第２
の同期信号（ＳＹＮＣ２）のそれぞれの出力電圧レベル
は係数器６６

１
及び６６

２
によって個別に調整され得る

ようにされる。即ち、各係数器（６６
１
、６６

２
）の設

定係数は調整可能であり、この設定係数の調整について
は、スイッチ盤２８（図１及び図２）に設けられた電圧
レベル調整スイッチ６８

１
及び６８

２
によって行われ

る。
【００３０】詳述すると、本実施形態では、各電圧レベ
ル調整スイッチ（６８

１
、６８

２
）は２ビット構成のデ

ップスイッチとして構成され、このデップスイッチから
出力される２ビットデータの値に応じて各係数器（６６

１
、６６

２
）の設定係数が調整される。即ち、各電圧レ

ベル調整スイッチ（６８
１
、６８

２
）は一対のＯＮ／Ｏ

ＦＦスイッチから成り、この一対のＯＮ／ＯＦＦスイッ
チのオン及びオフの組合せにより該当係数器（６６

１
、

６６
２
）に対して所定係数が設定される。なお、各係数

器（６６
１
、６６

２
）は可変抵抗を持つ信号増幅回路か

ら成り、該可変抵抗の抵抗値がその該当電圧レベル調整
スイッチ（６８

１
、６８

２
）からの2ビットデータの値

に応じて変化させられ、その抵抗値の変化に応じて信号
増幅回路の増幅度(即ち係数)が調節されるようになって
いる。
【００３１】具体的に説明すると、一対のＯＮ／ＯＦＦ
スイッチのオン及びオフから得られる２ビットデータと
設定係数との関係は以下の表１のようになる。
【表１】

なお、２ビットデータの各ビットが“０”であるとき、
それに対応したＯＮ／ＯＦＦスイッチがオフ状態であ
り、そのビットが“１”であるとき、それに対応したＯ
Ｎ／ＯＦＦスイッチがオフ状態であることを示す。
【００３２】表１から明らかなように、２ビットデータ
が[00]のとき、各係数器（６６

１
、６６

２
）の係数は1.

00とされ、このとき同期信号の出力電圧レベルは４ボル
トとなり、２ビットデータが[01]のとき、各係数器（６
６
１
、６６

２
）の係数は0.75とされ、このとき同期信号

の出力電圧レベルは３ボルトとなり、２ビットデータが
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[10]のとき、各係数器（６６

１
、６６

２
）の係数は0.50

とされ、このとき同期信号の出力電圧レベルは２ボルト
となり、２ビットデータが[11]のとき、各係数器（６６

１
、６６

２
）の係数は0.25とされ、このとき同期信号の

出力電圧レベルは１ボルトとなる。かくして、電圧レベ
ル調整スイッチ（６８

１
、６８

２
）を適宜調節すること

により、同期信号の出力電圧レベルを１、２、３及び４
ボルトの間で切り換えることが可能であるので、電子内
視鏡の分野での規格に対応していない民生用ＴＶモニタ
装置を用いて内視鏡像の再現を行うことができる。
【００３３】なお、図４において、参照符号７０はカラ
ーエンコーダを示し、カラーエンコーダ７０では、コン
ポーネントビデオ信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ、ＳＹＮＣ）からコ
ンポジットビデオ信号が作成し、そのコンポジットビデ
オ信号も必要に応じて外部の周辺機器に送信される。
【００３４】図５を参照すると、図４に示す後処理回路
５０において、係数器６６

１
及び６６

２
の代わりにアナ

ログ電圧制御増幅器（ＶＣＡ）７２
１
及び７２

２
を用い

る変形実施形態が示され、このようなＶＣＡ７２
１
及び

７２
２
の各々により同期信号の出力電圧レベルを切り換

えるためにはＶＣＡ７２
１
及び７２

２
に対する電圧印加

はシステムコントローラ５４の制御下で行わなければな
らず、この目的のためにＶＣＡ７２

１
及び７２

２
はそれ

ぞれデジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換器７４
１
及び７

４
２
を介してシステムコントローラ５４に接続される。

なお、図５では、システムコントローラ５４内の中央演
算処理ユニット（ＣＰＵ）、読出し専用メモリ（ＲＯ
Ｍ）、書込み／読出し自在なメモリ（ＲＡＭ）及び入出
力インターフェース（Ｉ／Ｏ）がそれぞれ参照符号５４
Ａ、５４Ｂ、５４Ｃ及び５４Ｄで示される。
【００３５】周知のように、各ＶＣＡ（７２

１
、７

２
２
）はそこに印加される印加電圧のレベルに応じてそ

の増幅度を変化するように構成されているものである。
従って、システムコントローラ５４のＩ／Ｏ５４Ｄから
Ｄ／Ａ変換器７４

１
及び７４

２
の各々に出力されるべき

電圧データ値を適値変更することにより、各Ｄ／Ａ変換*
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*器（７４

１
、７４

２
）からその該当ＶＣＡ（７２

１
、７

２
２
）に対して印加される印加電圧が調整され、これに

より各ＶＣＡ（７２
１
、７２

２
）の増幅度が変化させら

れて同期信号の出力電圧レベルが調整されることにな
る。
【００３６】システムコントローラ５４のＩ／Ｏ５４Ｄ
からＤ／Ａ変換器７４

１
及び７４

２
の各々に出力される

べき電圧データ値の変更については、図４に示したよう
なスイッチ盤２８上の電圧レベル調整スイッチ６８

１
及

び６８
２
を使用して行うことが可能である。また、Ｄ／

Ａ変換器７４
１
及び７４

２
の各々に出力されるべき電圧

データ値の設定については、図６に示すような出力電圧
レベル設定初期化ルーチンを実行することにより行わ
れ、その実行は画像信号処理ユニット１４の電源ＯＮ／
ＯＦＦスイッチ（図示されない）がオンされたときに一
回だけ行われる。なお、電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチはフ
ロントパネル２６上に設けられる。
【００３７】ステップ６０１では、電圧レベル調整スイ
ッチ６８

１
及び６８

２
のそれぞれから２ビットデータが

システムコントローラ５４に取り込まれてＲＡＭ５４Ｃ
に一旦格納される。ステップ６０２では、電圧レベル調
整スイッチ６８

１
からの２ビットデータに応じた電圧デ

ータ値がＤ／Ａ変換器７４
１
に出力され、これによりＶ

ＣＡ７２
１
には該電圧データ値に応じた電圧レベル値が

印加されて、ＶＣＡ７２
１
の増幅度が所定の値に設定さ

れる。次いで、ステップ６０３では、電圧レベル調整ス
イッチ６８

２
からの２ビットデータに応じた電圧データ

値がＤ／Ａ変換器７４
２
に出力され、これによりＶＣＡ

７２
２
には該電圧データ値に応じた電圧レベル値が印加

されて、ＶＣＡ７２
２
の増幅度が所定の値に設定され

る。
【００３８】電圧レベル調整スイッチ（６８

１
、６

８
２
）からの２ビットデータとＤ／Ａ変換器（７４

１
、

７４
２
）からＶＣＡ（７２

１
、７２

２
）への印加電圧と

の関係については以下の表２に示すようなものされる。
【表２】

【００３９】上記表２から明らかなように、例えば電圧
レベル調整スイッチ（６８

１
、６８

２
）からの２ビット

データが[10]であれば、Ｄ／Ａ変換器（７４
１
、７

４
２
）からＶＣＡ（７２

１
、７２

２
）に印加される印加

電圧はＶ１とされ、この印加電圧Ｖ１が得られるような
電圧データ値がＩ／Ｏ５４ＤからＤ／Ａ変換器７４１に
対して出力され、このときＶＣＡ（７２

１
、７２

２
）の

増幅度は表２に示すように0.50とされるので、その該当
ＶＣＡから得られる同期信号の出力電圧レベル(peak-to
-peak)は２ボルトとされる。要するに、同期信号の出力
電圧レベル（４ボルト）については、必要に応じて、
１、２及び３ボルトのいずれかに調節することが可能と
なる。なお、好ましくは、２ビットデータ[11]、[10]、
[01]及び[00]と電圧データ値Ｖ

0
、Ｖ

1
、Ｖ

2
及びＶ

3
との
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関係については一次元マップとしてシステムコントロー
ラ５４のＲＯＭ５４Ｂに前もって格納され、各２ビット
データのそれぞれに対応した電圧データ値が直ちに得ら
れるようにされる。
【００４０】図５に示す変形実施形態において、電圧レ
ベル調整スイッチ（６８

１
、６８

２
）の代わりに不揮発

性メモリ例えばＥＥＰＲＯＭ５４Ｅをシステムコントロ
ーラ５４に設け、システムコントローラ５４のＩ／Ｏ５
４ＤからＤ／Ａ変換器７４

１
及び７４

２
の各々に出力さ

れるべき電圧データ値をＥＥＰＲＯＭ５４Ｅに格納して
おいてもよく、この場合には該電圧データ値の変更につ
いてはキーボード３０を使用して行うことができる。
【００４１】Ｄ／Ａ変換器７４

１
及び７４

２
の各々に対

する電圧データ値の設定については、図７に示すような
出力電圧レベル設定初期化ルーチンを実行することによ
り行われ、その実行は図６に示す出力電圧レベル設定初
期化ルーチンの場合と同様に画像信号処理ユニット１４
の電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチ（図示されない）がオンさ
れたときに一回だけ行われる。
【００４２】ステップ７０１では、ＥＥＰＲＯＭ５４Ｅ
から第１及び第２の電圧データ値が読み出され、これら
第１及び第２の電圧データ値はシステムコントローラ５
４のＲＡＭ５４Ｃに一旦格納される。ステップ７０２で
は、第１の電圧データ値がＤ／Ａ変換器７４

１
に出力さ

れ、これによりＶＣＡ７２
１
には該電圧データ値に応じ

た電圧レベル値が印加されて、ＶＣＡ７２
１
の増幅度が

所定の値に設定される。次いで、ステップ７０３では、
第２の電圧データ値がＤ／Ａ変換器７４

２
に出力され、

これによりＶＣＡ７２
２
には該電圧データ値に応じた電

圧レベル値が印加されて、ＶＣＡ７２
２
の増幅度が所定

の値に設定される。
【００４３】上述したように、第１及び第２の電圧デー
タ値の変更についてはキーボード３０を使用して行わ
れ、このとき図８に示すような電圧データ設定変更ルー
チンが実行される。なお、電圧データ設定変更ルーチン
の実行はキーボード３０上で割り充てられた所定の機能
キーを押下することにより開始される。
【００４４】ステップ８０１では、第１の電圧データ値
（即ち、ＶＣＡ７２１に対する増幅度）の入力がキーボ
ード３０の例えばテンキーの操作により完了したか否か
が監視される。第１の電圧データ値の入力完了が確認さ
れると、ステップ８０２では、第２の電圧データ値（即
ち、ＶＣＡ７２

２
に対する増幅度）の入力がキーボード

３０の例えばテンキーの操作により完了したか否かが監
視される。第２の電圧データ値の入力完了が確認される
と、ステップ８０３に進み、そこで確定キーが押下され
たか否かが監視される。
【００４５】上述の確定キーは例えばキーボード３０上
の実行キーとされ、この実行キーが押下されると、ステ
ップ８０４に進み、ＥＥＰＲＯＭ５４Ｅに格納されてい
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た第１及び第２の電圧データ値が入力された新たな第１
及び第２の電圧データ値に書き替えられる。かくして、
上記ルーチンの実行後に画像信号処理ユニット１４を再
起動させて、図７に示す出力電圧設定初期ルーチンを実
行させることにより、ＶＣＡ７２

１
及びＶＣＡ７２

２
の

それぞれから出力される同期信号の出力電圧レベルの切
換が行われることになる。
【００４６】ＥＥＰＲＯＭ５４Ｅに格納された第１及び
第２の電圧データ値の変更については、フロントパネル
２６上に設けられた適当なスイッチ群、例えばＴＶモニ
タ装置１６のカラー画像の色調を調整するためのカラー
バランス調整スイッチ群を利用することも可能である。
例えば、図５に示されたスイッチ７６

１
は赤色調整実行

スイッチであり、この赤色調整実行スイッチ７６
１
並び

にそれと関連したダウンスイッチ７８
１
及びアップスイ

ッチ８０１をＤ／Ａ変換器７４
１
に対する第１の電圧デ

ータ値の変更に利用し、また図５に示されたスイッチ７
６
２
は青色調整実行スイッチであり、この青色調整実行

スイッチ７６
２
並びにそれと関連したダウンスイッチ７

８
２
及びアップスイッチ８０

２
をＤ／Ａ変換器７４

２
に

対する第２の電圧データ値の変更に利用することができ
る。
【００４７】赤色調整実行スイッチ７６

１
が押下される

と、ダウンスイッチ７８
１
及びアップスイッチ８０

１
の

押下操作が有効化され、ダウンスイッチ７８
１
が押下さ

れると、赤色調が段階的に弱められ、アップスイッチ８
０
１
が押下されると、赤色調が段階的に強められ、一方

青色調整実行スイッチ７６
2
が押下されると、ダウンス

イッチ７８
２
及びアップスイッチ８０

２
の押下操作が有

効化され、ダウンスイッチ７８
２
が押下されると、青色

調が段階的に弱められ、アップスイッチ８０
２
が押下さ

れると、青色調が段階的に強められ、これにより緑色に
対するカラーバランスが調整されることになる。なお、
赤色調整実行スイッチ７６

１
及び青色調整実行スイッチ

７６
２
の各々からは、その押下状態が持続されている間

にわたって高レベルのオン信号が出力され、押下状態か
ら開放されたとき、高レベルのオン信号から低レベルの
オフ信号に切り換わり、ダウンスイッチ(７８

１
、7

８
２
)及びアップスイッチ(８０

２
、８０

１
)の各々から

は、それが押下される度毎にパルス信号がオン信号とし
て1つだけ出力される。
【００４８】本実施形態においては、赤色調整実行スイ
ッチ７６

１
及び青色調整実行スイッチ７６

２
のいずれか

が押下されてオンされる度毎にシステムコントローラ５
４のＣＰＵ５４Ａに割込み信号が入力され、このとき図
９に示す時間経過監視ルーチンの実行が開始される。な
お、ここでは、時間経過監視ルーチンは50ms毎に実行さ
れる時間割込みルーチンとされる。
【００４９】ステップ９０１では、先ず、カウンタ初期
化フラグＦが“０”であるか“１”であるかが判断され



(8) 特開２００１－２１８７３４

10

20

30

40

50

13
る。本ルーチンの実行開始時、Ｆ＝０とされているの
で、ステップ９０２に進み、そこでカウンタＴＣに初期
値“80”が設定され、次いでステップ９０３では、カウ
ンタ初期化フラグＦが“０”から“１”に書き換えられ
る。即ち、Ｆ＝１であるとき、カウンタＴＣの初期化が
完了したこととなる。
【００５０】50ms経過後に再び本ルーチンが実行された
とき、ステップ９０１からステップ９０４に進み（Ｆ＝
１）、そこで赤色調整実行スイッチ７６

１
及び青色調整

実行スイッチ７６
２
のいずれかがオン状態に維持されて

いるか否かが判断される。もしオン状態が維持されてい
れば、ステップ９０５に進み、そこでカウンタＴＣの値
から“１”が減算され、次いでステップ９０６ではカウ
ンタＴＣの値が“０”に到達したか否かが判断される。
もしＴＣ≠０であるならば、本ルーチンは一旦終了す
る。
【００５１】その後、50ms経過毎に本ルーチンは実行さ
れることになるが、赤色調整実行スイッチ７６

１
及び青

色調整実行スイッチ７６
２
のいずれかがオン状態に維持

されている限り、カウンタＴＣの値が“１”ずつ減算さ
れ、ＴＣ＝０となったとき、即ち赤色調整実行スイッチ
７６

１
及び青色調整実行スイッチ７６

２
のいずれかのオ

ン状態が４秒（50ms×80）間にわたって維持されたと
き、ステップ９０７に進み、そこで図１０に示す電圧デ
ータ変更設定ルーチンの実行が指令され、本ルーチンの
実行は終了する。
【００５２】一方、４秒の経過前に赤色調整実行スイッ
チ７６

１
及び青色調整実行スイッチ７６

２
のいずれかの

オン状態からオフ状態への切換が確認されたとき、即ち
赤色調整実行スイッチ７６

１
及び青色調整実行スイッチ

７６
２
のいずれかが４秒以上にわたってオン状態が維持

されなかったとき、ステップ９０４からステップ９０８
に進み、そこでカウンタ初期化フラグＦが“１”から
“０”に書き直され、本ルーチンの実行は終了する。そ
の後、赤色調整実行スイッチ７６

１
及び青色調整実行ス

イッチ７６
２
のいずれかが再びオンされるまでは、本ル

ーチンが実行されることはない。
【００５３】なお、４秒の経過前に赤色調整実行スイッ
チ７６

１
及び青色調整実行スイッチ７６

２
のいずれもが

オフ状態となった場合には、カラーバランス調整ルーチ
ンが実行され、上述したようなカラーバランス調整が行
われる。即ち、赤色調整実行スイッチ７６

１
が押下され

てオンされたときには、ダウンスイッチ７８
１
及びアッ

プスイッチ８０
１
の押下操作が有効化されて赤色調の調

整が可能となり、また青色調整実行スイッチ７６
２
が押

下されてオンされたときには、ダウンスイッチ７８２及
びアップスイッチ８０

２
の押下操作が有効化されて青色

調の調整が可能となる。
【００５４】要するに、図９の時間経過監視ルーチンは
赤色調整実行スイッチ７６

１
及び青色調整実行スイッチ

14
７６

２
のいずれかのオン状態が４秒間にわたって維持さ

れたか否かが判断され、４秒間のオン状態が確認される
と、図１０の電圧データ変更設定ルーチンが実行される
ことになる。
【００５５】次に、図１０に示す電圧データ変更設定ル
ーチンについて説明する。なお、この電圧データ変更設
定ルーチンは例えば20ms毎に繰り返される時間割込みル
ーチンとして構成される。
【００５６】ステップ１００１では、図９に示す時間監
視ルーチンのステップ９０４で赤色調整実行スイッチ７
６
１
及び青色調整実行スイッチ７６

２
のいずれかがオン

されていたが判断される。赤色調整実行スイッチ７６
１

がオンされていた場合には、ステップ１００２に進み、
そこで変数ａ

１
に初期値として“1.00”が設定される。

次いで、ステップ１００３では、変数ａ
１
の値“1.00”

がフロントパネル２６に設けられた液晶表示部（ＬＥ
Ｄ）８２に点滅表示される。なお、変数ａ

１
はＶＣＡ７

２
１
に設定されるべき増幅度を表す。

【００５７】ステップ１００４では、ダウンスイッチ７
８
１
が押下されたか否かが判断され、もしダウンスイッ

チ７８
１
が押下されてオンされると、ステップ１００５

に進み、そこで変数ａ
１
が最小値“0.25”に等しいか否

かが判断される。もし変数ａ
１
が最小値“0.25”以上で

あれば、ステップ１００６に進み、そこで変数ａ
１
から

所定値“0.25”が減算され、このときＥＥＰＲＯＭ５４
Ｅ内の第１の電圧データ値が変数ａ

１
に対応した値に書

き替えられる。なお、ステップ１００４でダウンスイッ
チ７８

１
が押下されていなとき、またステップ１００５

でａ
１
＝0.25であるときは、ステップ１００７までスキ

ップする。
【００５８】ステップ１００７では、アップスイッチ８
０
１
が押下されたか否かが判断され、もしアップスイッ

チ８０
１
が押下されてオンされると、ステップ１００８

に進み、そこで変数ａ
１
が最大値“1.00”に等しいか否

かが判断される。もし変数ａ
１
が最大値“1.00”以下で

あれば、ステップ１００９に進み、そこで変数ａ
１
から

所定値“0.25”が加算され、このときＥＥＰＲＯＭ５４
Ｅ内の第１の電圧データ値が変数ａ

１
に対応した値に書

き替えられる。なお、ステップ１００７でアップスイッ
チ８０

１
が押下されていなとき、またステップ１００９

でａ
１
＝1.00であるときは、ステップ１０１０までスキ

ップする。
【００５９】ステップ１０１０では、赤色調整実行スイ
ッチ７６

１
が再度オンされたか否かが判断され、もし再

度のオンが確認されないときには、ステップ１００３に
戻り、ステップ１００３ないし１０１０から成るルーチ
ンが繰り返され、この繰返しは適当な時間間隔、例えば
20ms毎に行われる。ステップ１０１０で赤色調整実行ス
イッチ７６

１
の再度のオンが確認されると、本ルーチン

の実行は終了し、ＥＥＰＲＯＭ５４Ｅ内の第１の電圧デ
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ータ値の変更が確定する。
【００６０】一方、ステップ１００１において、図９に
示す時間監視ルーチンのステップ９０４でオンされてい
たのが赤色調整実行スイッチ７６

１
でないと判断された

とき、即ち青色調整実行スイッチ７６
２
がオンされてい

たと判断されたとき、ステップ１００１からステップ１
０１１に進み、そこで変数ａ

２
に初期値として“1.00”

が設定される。次いで、ステップ１０１２では、変数ａ

２
の値“1.00”がフロントパネル２６に設けられた液晶
表示部（ＬＥＤ）８２に点滅表示される。なお、変数ａ

２
はＶＣＡ７２

２
に設定されるべき増幅度を表す。

【００６１】ステップ１０１３では、ダウンスイッチ７
８

２
が押下されたか否かが判断され、もしダウンスイッ

チ７８
２
が押下されてオンされると、ステップ１０１４

に進み、そこで変数ａ
２
が最小値“0.25”に等しいか否

かが判断される。もし変数ａ
２
が最小値“0.25”以上で

あれば、ステップ１０１５に進み、そこで変数ａ
２
から

所定値“0.25”が減算され、このときＥＥＰＲＯＭ５４
Ｅ内の第２の電圧データ値が変数ａ

２
に対応した値に書

き替えられる。なお、ステップ１０１３でダウンスイッ
チ７８

２
が押下されていなとき、またステップ１０１４

でａ
２
＝0.25であるときは、ステップ１０１６までスキ

ップする。
【００６２】ステップ１０１６では、アップスイッチ８
０

２
が押下されたか否かが判断され、もしアップスイッ

チ８０
２
が押下されてオンされると、ステップ１０１７

に進み、そこで変数ａ
２
が最大値“1.00”に等しいか否

かが判断される。もし変数ａ
２
が最大値“1.00”以下で

あれば、ステップ１０１８に進み、そこで変数ａ
２
から

所定値“0.25”が加算され、このときＥＥＰＲＯＭ５４
Ｅ内の第２の電圧データ値が変数ａ

２
に対応した値に書

き替えられる。なお、ステップ１０１６でアップスイッ
チ８０

２
が押下されていなとき、またステップ１０１８

でａ
２
＝1.00であるときは、ステップ１０１９までスキ

ップする。
【００６３】ステップ１０１９では、青色調整実行スイ
ッチ７６

２
が再度オンされたか否かが判断され、もし再

度のオンが確認されないときには、ステップ１０１２に
戻り、ステップ１０１２ないし１０１９から成るルーチ
ンが繰り返され、この繰返しは適当な時間間隔、例えば
20ms毎に行われる。ステップ１０１９で青色調整実行ス
イッチ７６

２
の再度のオンが確認されると、本ルーチン

の実行は終了し、ＥＥＰＲＯＭ５４Ｅ内の第２の電圧デ
ータ値の変更が確定する。
【００６４】かくして、上述の場合と同様に、本ルーチ
ンの実行終了後に画像信号処理ユニット１４を再起動さ
せて、図７に示す出力電圧設定初期ルーチンを実行させ
ることにより、ＶＣＡ７２

１
及びＶＣＡ７２

２
のそれぞ

れから出力される同期信号の出力電圧レベルの切換が行
われることになる。
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【００６５】
【発明の効果】以上の記載から明らかなように、本発明
による電子内視鏡においては、その画像信号処理ユニッ
ト内の画像信号処理デバイスから出力されるビデオ信号
のうち同期信号の出力電圧レベルを容易に切り換えるこ
とが可能であるので、たとえ規格外の民生用ＴＶモニタ
装置であっても内視鏡像の再現のために速やかに対処す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を実施した電子内視鏡を含む電子内視鏡
システムの全体を示す概略図である。
【図２】図１に示した電子内視鏡の画像信号処理ユニッ
トの概略ブロック図である。
【図３】図２に示した画像信号処理ユニット内の照明装
置の概略ブロック図である。
【図４】図２に示す後処理回路の一実施形態を示すブロ
ック図である。
【図５】図４の後処理回路の一部を変更した変更実施形
態を示すブロック図である。
【図６】図５に示す変形実施形態で同期信号の出力電圧
レベルの変更設定について電圧レベル調整スイッチによ
り行う場合にシステムコントローラで実行される出力電
圧レベル設定初期化ルーチンのフローチャートである。
【図７】図５に示す変形実施形態で同期信号の出力電圧
レベルの変更設定についてＥＥＰＲＯＭ内の電圧データ
値を用いて行う場合にシステムコントローラで実行され
る出力電圧レベル設定初期化ルーチンのフローチャート
である。
【図８】図５に示す変更実施形態で同期信号の出力電圧
レベルの変更をキーボードにより行う場合にシステムコ
ントローラで実行される電圧データ変更設定ルーチンの
フローチャートである。
【図９】図５に示す変更実施形態で同期信号の出力電圧
レベルの変更をフロントパネル上のカラーバランス調整
スイッチを利用して行う場合にシステムコントローラで
実行される時間経過監視ルーチンのフローチャートであ
る。
【図１０】図９の時間経過監視ルーチンの実行時に必要
に応じて実施される電圧データ変更設定ルーチンのフロ
ーチャートである。
【符号の説明】
１０  電子内視鏡
１２  スコープ
１４  画像信号処理ユニット
１６  ＴＶモニタ装置
２６  フロントパネル
２８  スイッチ盤
３０  キーボード
５０  後処理回路
５２  タイミングジェネレータ
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